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C S Rとは＞＞＞

「Corporate Social Responsibi l i ty」の略で、 

「企業の社会的責任」という意味です。 

企業の不祥事が多発する中、企業が顧客、 

地域社会、株主、従業員、地球環境など、周囲をとりまく 

利害関係者（ステークホルダー）とどう向き合っていくのか、 

ということが課題となっています。 

ＣＳＲ報告書は、企業のステークホルダーとのかかわりを 

開示することで、取り組みをご理解いただくとともに、 

自社の活動を検証するためのものです。 

CONTENTS □ 編集方針 
　当社は平成16年より環境報告書を発行してきましたが、

企業の社会的責任への関心の高まりを踏まえ、昨年、初めて

の「ＣＳＲ報告書2007」を発行しました。今年度の「ＣＳＲ

報告書2008」は、情報の精査・充実、活動の可視化を心

がけて編集しました。また、ステークホルダー別の編集とし、

わかりやすさを重視しています。 

　なお、本報告書は、鉄道事業法の改正に伴い公表を義務

付けられている「安全報告書」を兼ねています。 
 

● 報告範囲 

　京阪電気鉄道株式会社の事業活動を報告対象としています。 

※環境負荷データ、環境会計データは当社および株式会社京阪ビジネスマネジメント、

　株式会社京阪ステーションマネジメントを対象としています。 

※グループ会社の環境活動についても紹介しています。 

※その他活動報告の中にグループ会社の活動が一部含まれている場合があります。 

 

● 報告書対象期間 

　平成19年（2007年）度（平成19年4月1日～平成20年3月31日）。 

ただし、一部に平成19年度以前、以後の活動の記載を 

含んでいます。 
 

● 参考にしたガイドライン 

　　◆ ＧＲＩサスティナビリティ・ 
　　レポーティング・ガイドライン2006 
　　◆ 環境報告ガイドライン（2007年版） 
　　◆ 環境会計ガイドライン（2005年版） 
　　◆ 民鉄事業環境会計ガイドライン（2008年版） 
　　  （社団法人日本民営鉄道協会編） 

 

● 発行日　平成20年8月 

 

● 次回発行予定　平成21年8月予定 
 

● お問い合わせ先 

京阪電気鉄道株式会社 

経営統括室経営政策担当　CSR報告書作成事務局 

TEL：06-6944-2529　FAX：06-6944-2584




